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　朗らかで笑

山さん。最近

たとか。大人

白川町や愛知

子育てをし始

で暮らす。

ずっと

　　　垣に住

　　　当にい

　そう何度も

さん。女手ひ

て、苦労が絶

に助けてもら

でもありがた

　そんな経験

“ありがとう”

も感謝の気持

ットーだそう

　このまちの

祭りはたくさ

くれました。

好きだったと

らもお孫さん

たそうです。

　そんなにぎ

さんは、近所

ることを長く

（林町

中山　マサ

「大

１９６５（昭和４０年）　岐阜国体夏季・秋季大会を開催

１９６８（　〃　４３年）　市制５０周年記念式典を開催

１９７５（　〃　５０年）　文化会館が完成

１９８０（　〃　５５年）　総合体育館が完成

１９８２（　〃　５７年）　国道２５８号が全線開通

１９８５（　〃　６０年）　急患医療センターが完成

１９８６（　〃　６１年）　水門川に四季の広場が完成

１９８７（昭和６２年）　  大垣駅前広場が完

１９９２（平成４年）　  スイトピアセンタ

１９９２（　〃　４年）　  人口１５万人を超

１９９５（　〃　７年）　  杭瀬川スポーツ公

１９９８（　〃　１０年）　  情報工房が完成

２０００（　〃　１２年）　  決戦関ケ原大垣博

２００１（　〃　１３年）　  守屋多々志美術館

２００４（　〃　１６年）　  おおがき芭蕉生誕

２００６（　〃　１８年）　    養老郡上石津町・安

２００８（　〃　２０年）    市制９０周年記念

２００９（　〃　２１年）　  大垣駅南北自由通路

　　　　　　　　　  　が完成

１９１８（大正７年）　  大垣市制を施行

１９１９（　〃　８年）　  国鉄美濃赤坂線が開通

１９３４（昭和９年）　  戸田公入城３００年祭を開催

１９４５（　〃　２０年）　  空襲により市街地の大半を焼失

１９５２（　〃　２７年）　  大垣競輪場を開設

１９５６（　〃　３１年）　  国鉄樽見線（大垣～谷汲口）が開通

１９５９（　〃　３４年）　  大垣城天守閣を再建

１９６０（　〃　３５年）　  人口１０万人を超える

１９６４（　〃　３９年）　  新市庁舎が完成
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おおがき１００年の歩み
振り返る

　今年４月に、大垣市は、市制１００周年を迎えます。

　今回の特集では、この節目の年に、人生の大先輩である市内の１００歳以上のお二

人にインタビュー。１００年のまちの歩みとともに時を過ごされてきたお二人に、

それぞれの記憶に残るまちの思い出をはじめ、大垣の未来や次代を担う若者への

思いなどをお聞きしました。

　　　快な足どりで、待ち合わせ場所まで

　　　歩いてこられた臼井治郎さん。とて

も１０７歳とは思えない動きでした。自分で

できることはしっかりとこなす、という強

い気持ちを持たれているそうです。

　「医者時代、まごころをもって患者さん

に接していた」と話す治郎さんの座右の銘

は、“誠心誠意”。今でもその姿勢を貫かれ

ているようです。

　小さい頃のまちの思い出を尋ねると、

「中学生のとき、よく金生山を登って、こく

ぞうさん（明星輪寺）にお参りに行った。あ

そこから見える景色は圧巻だったなぁ」と

当時の記憶を振り返ってくれました。また

つらい記憶として、大垣空襲があった昭和

２０年。保健所の職員として大垣で勤務して

いた治郎さんは兵隊と一緒に軍用車に乗っ

て、食料の衛生状態を見て回ったそうです。

　「戦争はもう絶対にあってはいけない」。

と語気を強くする治郎さん。安全な暮らし

自分の気持ちを大切に、突き進んで

やまちの発展を願う気持ちが伝わってきま

した。

　これからを担う若い人に対しては、「自

分の気持ちを大切に、好きなこと、やりた

いことに突き進んでほしい」。と語り、心

のこもったエールを届けてくれました。
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　趣味の囲碁が脳の健康の秘訣。今でもた

まに対局をするほど。大垣市で生まれ、６０

歳まで岐阜県の保健所職員として勤務。退

職後、釜笛で臼井内科医院を開業。１０５歳

まで医業を営む。

（釜笛　明治４４年生まれ）

臼井　治郎さん（１０７歳）


